























しているけれども、旧型はどこかのんびりと古風で、これがこの街の印象を決定づける要素のひとつであることは間違いない（新型車両は赤白というより赤とグレーに近い色をしており、広告のためにそれ以外の色にされてい ものもある。経済第一主義の波はこう 形でも押し寄せている。低床である点は便利だが、乗り心地は旧型よりよ とはいえない） 。　
ところで、二一世紀に入ってから、リングシュトラーセを走 トラムに、ある変化が起きた。ウィーンのトラム
は、数字とアルファベットで路線を区別しているが、その きまでリングとケーを環状線の内廻りと外廻 のようにぐるぐる廻って たのは、一番と二番の路線だった。どちらに乗っても同じリングとケーを廻って同じ ころに戻ってくるのだから、旅行者も安心してどちらかに乗っ ウィーンの街の位置関係を確認することもできた。ところが、こういう走り方は、二〇〇八年の一〇月 おしまいにな のである。　
それ以降は、どちらに乗ってもリングとケーは半周から三分の二程度走るだけで、それからはそこを離れてどんど




ある。同じような環状線といっても、東京の山手線や大阪の環状線、あるい ベルリンの環状線のような大規模なものにな と、遊園地の乗り物 う印象はなくなるが、それでもそこには 楽しい感じ、悦ばしさ ものがある ではないだろうか。それがウィーンのような小さな街に と、遊園地的な雰囲気はさらにずっと強まる い
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移って、門下生 ひとりにな 。その後、長期のパリ留学を経て、論文「ルネサンスから革命までのフランスにおけるルクレティウス」を完成させ 一九三四年 師クルティウスのもとで学位を取得した。しかし、彼は大学での学究の途は選択せず、同年、ケルン新聞に入社する。　
大学に籍をおく学者にならず、基本的にはジャーナリストとして 仕事をしながら研究生活を継続した人であった









文の種村季弘の三氏である。 「奇人」というと否定的なイメージが強くなるかも知れないが、この場合は そう呼びたくなるくらい常軌を逸してすぐれた という意味にとっていただきたい。大学の教壇に立つことなく、論説やエセイや翻訳に加えて小説も書いた いう意味では、澁澤氏がホッケにいちばん近い生き方をしたといえ だろう。　
とはいえ、人間としての佇まいは、ずいぶん異なっていたようだ。一九七〇年の夏にホッケが来日した折、直接





























言語錬金術ならびに秘教的組み合わせ術』 （一九五九年） 、 『マグナ・グラエキア
　　


























































じくしよ と、およそ古典主義に対立 るすべての文学的傾向の公分母にすぎない、というように。この意味ではマニエリスムはヨーロッパ文学の一つの恒数である。それはすべての時代 古典主義にた する補充現象である。われわれは古典主義
　
ロマン主義という対概念が、ひじょうに限定された有効範囲しかもたぬことを既にみ

























において用いられたマニエリスム概念は、かくして、クルティウスのいう「古典主義前で ろうと古典主義後であろうと、或は、なん か一つの古典主義と時代を同じくしようと、およそ古典主義に対立する」ヨーロッパ あらゆる芸術的文学的傾向へと拡張される。クルティウスによって美術から文学に拡げら た概念が、芸術全般にまで拡張されるのである。さらに、ホッケは ぎのよ に書いてい 。































ウィーンという都市の性格について考えてみることだ。そして、その際に、現在では別々の国の首都になっているものの、かつてはハプスブルク君主国を代表する三都市であった、ウィーン、プラハ、ブダペスト（ハンガリー語ではブダペシュト）を比較してみたいと思う。同じ君主国に属した長い歴史を共有しつつも 異なった歴史的・文化的背景もあり、何よりもそれらの でつかわれる主要言語が異なっている。似通ったところと差 とが、何とも不思議な雰囲気を醸し出す三都市である。　
プラハは、一六世紀から一七世紀にかけて、ホッケのいう「意識的」マニエリスム時代を代表する都市であった。


















のところにプラハという街は造られ、拡がってい 。この地形は、古典主義的とは えず 明らかにマニエリスム的である。さら いえば、地形だけでなく 街を構成する建物 ありようがマニエリスム的に複雑で、決してすっきり素直 はない。たとえばヴルタヴァ川右岸の商業地域にあ ティーン教会である。二つの塔をもち、それぞれの塔に小さな物見の塔がいくつもついて るこの教会 姿は、どこかしら不気味で 悪魔的な印象さ ある。昔、西ドイツでフランツ・カフカの生誕百年の記念切手が出されたとき この教会のシルエットにカフカの自筆署名があしらわていて、見事にぴったりだと思った。その教会の内部に入りたいと思 だが、どこ 入り口があるのかわからない。二つの塔をすぐ近くに見上げられる通りをぐ ぐると廻る だが、教会の正面入り口がみつからない。は きり見えている塔を見上げ がら周 をぐるぐ と廻っていると、ま でカフカ 『城』 ようだと感じた。　
教会が、広場に独立して建っているわけではなかったのである。教会の周りの商店やアパートの建物が教会の建物
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スム的な内容が古典主義的な文体で記述される、という言い方もでき かも知 な 。 『判決』は、まさしくこれを初めて達成できた作品といえるだろう。人間の生の不条理性、わけ わからなさが見事に描かれていると受け取られて、その作品は世界的に読まれるようになったのだが、それは決して何の罪もない人間が突然酷い目に遭わされるというだけの世界で い。彼の世界は、もっと深く宗教的である。とはいえ宗教では いのだから、ゲオルク 罪びとだと言い切っているわけでもない。　
いずれにしても、空間が不思議に歪むようなプラハの街のマニエリスム性は、カフカの世界と深く関係し、ルドル








ダ北方のオーブダも含めて合併したのは、よ やく一九世紀の終わり こ だ。一八六七年にオーストリア・ハンガ
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リー二重君主国という不思議な名前の国が成立したときも、両者はまだひとつになってはいなかった。ドナウ右岸の高台に王宮があるブダ（ドイツ語名オーフェン）が支配者による政治の街であり、こちらがハンガリー王国の首都だった（この都市の歴史は複雑である。オスマン帝国に侵略され、その支配を受けた一五四一年から一四〇年以上にわたっては首都ではあり得なかった。一七世紀の後半にハプスブルク軍がこ 奪回したあとも、ハンガリー王国の首都はブダではなく、ハンガリー語でポジョニ、ドイツ語でプレスブルクと呼ばれた現在のブラティスラヴァであった。マリア・テレジアが一七八〇年に死去したのち、息子のヨーゼフ二世が一七八四年から首都機能をブダに復活させた である） 。ドナウ左岸の偏平な土地に拡がるペストは、被支配者側の商業地域で、ブダとペストの性格は対照的だ。そういう都市全体の構造としては、ブダペストとプラハ 似たところがある。右岸と左岸が逆になるけれども（川の流れ方が南北逆なの 、東西 同じに るが） 、川の一方 側に高台の上に王宮 聳える支配者 地区があり、 う一方の偏平な側に支配される人々の商業地域がある。支配被支配がこ ように上下に可視化されるわかりやすさは ウィーンにはない。ウィーンも 西から北にかけてウィーン 森と呼ばれる高台（ いうよりはもう少し高い丘陵地帯）に囲まれているけれども、その上に王宮があるわけ はなく、街なかの王宮ホーフ も、都心から南西に離れた地域 拡がるシェーンブルン宮殿 、高台から下を見下ろすように建てられてはいない（シェーンブルンの庭園南奥の高台にあるグロリエッテは別として） 。だからウィーンは平等で民主的 だ、などと考えるべきではない。むしろ、より巧妙でしたたか、と考え べき あろう。　
ブダペストとプラハの違いは、ひとつには川の流れ方の違いによるといえるだろう。ブダとペストの間を、広々と
した大河に成長したドナウが、ほんとうに堂々と ゆったりと、少しカ ヴを描き がら北から南 流れている。川面が広いので、常にかなり強い風が吹きわたっている印象が 。プラハも風 吹く は違 ないのだが、爽やか
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吹き抜けていくという印象があまりない。むしろ空気が滞って、そこで発酵と腐敗が同時に生じ、芳香と腐臭が共存するというような感じが強い。プラハがマニエリスム的とすれば、ブダペストは古典主義的と言ってよいのではないか。 っきりと素直で、古典古代の理想と思われたものに範をとるように調和し、均斉がとれている。建物のありようについても、街の人々についてもそういう印象がある。この街がゆたかな温泉の湧きだす温泉町であ のも そすっきり感に寄与しているかも知れない。フランツ・カフカがブダペストのユダヤ人家庭に生まれ育った すればあのような作品を書く存在になった可能性は、あまりないのではないだろうか（ハンガリーの伝統衣裳のかなりな装飾性などを考えると、そう簡単 は言い切 面もある ） 。　
ウィーンは、地理的にプラハとブダペストの中間にある。この中間性は、地理的な位置ばかりでなく、都市として






自然のありようも、マニエリスムと古典主義の総合といえるだろ 。この場合は、自然のままがマニエリスム的で、むしろ人為が古典主義的といえるわけで、マニエリスムが人為的・技巧的で古典主義が な調和という関係は逆転する。この対概念の弁証法 関係は、こういう形でも現象する 考えられる　
先ほど触れた社会的な支配被支配の構造が都市構造として可視化されるか否かについては、可視化されるほうが
すっきり素直なのであって、支配者と被支配者が混住する（というほどではないにしても、とにかく上下 棲み分けは行われていない）ほうが複雑である。そ 意味でいえば プラハは少なくともこの点でだけはブダペストと同じように古典主義的な面をもち、ひとりウィーンのみがマニエリスム的といえるのではないだろうか。　
クルティウスは、 「バロック」という語は排除して、マニエリスム いう語をつかうべきだと主張したが ウィー













の版図に達したときの皇帝カール五世の息子がフェリペ二世、カールの弟でオーストリア＝ドイツの支配を委ねられたフェルディナント一世 息子がマクシミリアン二世だった。ハプスブ クは、他の有力な一族と結びつくと、その一族のほうの跡取りが またま亡くなって……という結婚政策で版図を拡げもしたが、一族同士で近親婚を繰り返す傾向も顕著だった。この従兄弟の場合が典型的で、フェリペの妹のマリアがマクシミリアンと結婚し、すでにマリア・テレジア以前に一六人 子どもを産む。その一六人 第一子で長女の ンナが、あろうこ か父親と同い年の伯父フェリペの四回目の結婚相手となり、 継ぎを産む、というわけで、スペインのハプスブルク 衰退したのは、明らかにこの近親婚が原因である。　
ルターと対決した皇帝はカール五世で、彼はプロテスタント諸侯と実際に戦争もした敬虔なカトリックだったが、

























いて、すっきりと素直な古典主義に対立する、装飾過多で渦巻きや曲線に充ちた豊饒とも猥雑 も 複雑な傾向という点では共通するが、マニエリスムに較べ とバロックに 支配者の体面誇示という側面が強く そういう意味で逆に古典主義に通じる ころもあるといえる ではないだろ 。古典主義とマニエリスムの総合として ウィーンという都市の性格 、したがって結局の ころやはりバロック的と形容す のがもっとも適当というこ になるのではないか、 思 （その意味でウィーンを代表す 建造物 カール教会 ではないだろうか。古都ウィーンには無数 えるほどの教会があ 、ランドマークであ シュテファン大聖堂や ミヒャエル教会、ペーター教会、あるい 小さ けれども魅力的なマリア・アム・ゲシュターデ教会 どがよく知られている。ただ ウィーン・バロックの精華としてカール教会を凌駕するものはない。マ ア・テレジアの父親であったカール六世の誓約により、 建築の巨匠フィッシャー・フォン・エルラハ父子によって二〇年以上の歳月を け一七三七年 完成さ
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車の車室で同席したドイツのテレビ局に勤務しているドイツ人女性が、さまざまな外国のテレビ局と共同で仕事をした際の感想として、日本のＮＨＫは仕事が精確で素晴らしいが、オーストリアのＯＲＦは必ずしも信頼できない、と述べていた。ただ、人間関係 円滑化のための、たとえば舞踏会やパーティーなどイヴェント運営の巧みさなどは、プラスの遺産といえるだろう。これにもまた体面維持という側面もあるのだが、冬の舞踏会シーズンになると、夜会服にコートを羽織って歩いている男性や、美しいイヴニングドレス姿の女性をよく見かける は、ウィーン らではという印象がある。　
ハプスブルク君主国末期のウィーン文化を代表するのは、マーラーの音楽、クリムトの絵画、フロイトの精神分
析、ホフマンスタールの文学、である。言うまでもなくこれ以外にもっ はるかに多くの成果 あるが、この四人を代表と言ってあまり異論は出ないの はな だろうか。そして、この四人の内三人がユダヤ系の人物であることも特徴的である。ハプスブルクとウィーンとユダヤとい 結びつきによってこそ、この文化は最後の大輪の華を咲かせ、そして滅んだ。滅んだ文化はもう戻っては来ないけれども、文化遺産とし 、 れは現代のウィーンに受け継 れているし、ウィーンに限らず世界規模で人々に感動と知的刺激を与え づけ いる。　
多民族・多言語の君主国の首都としての多様性、あるいは猥雑さは、その状態を「浄化」すると称する人種イデオ









































































anität durch die N
































































象徴しているともいえるかも知れない。飽くまで比喩とし の話だが、一九世紀末から二〇世紀にかけて ハプスブルク君主国＝オーストリアの非常に過激なドイツ・ナショナリストたち、具体的に名前を挙げると、ゲオルク・リッター・フォン・シェ ネラーからアドルフ・ヒトラーにいたるドイツ・ナショナリストたちは、力のない弱々しいイェーを拒否して、力強く男性的なヨット！
　
に換えたいと願ったのだという言い方もできるのではないだろうか。






















いは精神で描く だろう。描い 人 魂や精神のありようが、作品のなか どうしてもあらわれてしまうのであり、それは絵画ばかりでなく、音楽作品の作曲や演奏の場合も同じ あるいはそれ以上なのか 知れない。その魂や精神は、実体として固定的に不変なものとしてあるのでは いにしても、一定の傾向、あるいは持続的状態としてはあるに違いない。残された写真を見ると、グスタフ・クリムトは知的とい よりは、むしろ武骨ともいえるような容貌、容姿の人であったようだが、彼のさまざまな を見れば、大胆で ると同時に繊細、性愛的なも への耽溺と並ぶ頭脳の明晰さ、歴史的な事柄への通暁、抜群の装飾能力と人間や物事の本質を見抜く鋭 目などなど、その高貴な精神性は充分に感じとることができる。　
グスタフ・マーラーは、まずピアノ演奏の神童として、一五歳で田舎から首都のウィーンに出てきて、楽友協会付






















































目から「郭公の啼き声を真似て」と指示されて登場する第一クラリネットも、やはり四度の下降音型を吹く。 「自然音のように」であればむしろ三度に近いはずで、ベートーヴェンの第六交響曲《田園》第二楽章の最後の ころで、やはりクラリネットが吹く「郭公」は三度で啼く。古典主義の「郭公」は三度で啼き、マニエリスム 「郭公」は四度で啼くという言い方もできるかも知れないが、ベートーヴェンは古典主義でマーラーはマニエリスムと、括ってしまえるわけではない。マーラー自身は、つぎのように言っていた しい。









































































を高らかに歌い上げるようなものであった。ところがクリムトの作品は、逆にむしろ「光 対す 闇の勝利」を描いているともとれる多義的で曖昧 彼は、何と っても女性を描く画家として傑出 た存在であっ から、 《哲学》も《医学》も、中心にいる人物はいずれも女性である 《哲学》では、画面の下から控えめに登場して
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を占めるのは、浮遊する様々な人間たちの群像である。ほとんど全員が全裸の老若男女や子どもたちで 恍惚としていたり抱擁し合っていたり、苦しみや苦悩のポーズをとっていたりする。 《哲学》の群像の右側の虚空には 巨大な謎のスフィンクス ような姿が浮かび上がる。 《医学》の画面上方には骸骨の姿をした死神 描かれてい 、その背後には裸の妊婦、前面に 臨終を迎えたような女性と乳呑児を抱いた若い母親がいる。医学によって人類が健康な生活を維持できるといったメッセージが読み取れるわけでは全くないし、哲学 よっても世界の謎は解明さ る ころか、ますます深ま う感じである。　
ウィーン大学のかなりの数の教授たちが拒絶反応を起こした。そして、そういう反応に当然深く傷ついたクリムト





いえる。そして、これらの作品が拒否された経過に、ハプスブルク的な「曖昧さもともなう寛容の精神」が否定されて、各民族のナショナリズム ような「厳格さもともなう非寛容の精神」が優位となっていく、あの時代の趨勢を見ることもでき である。ヨーロッパの絵画には、聖書や神話を主題とした歴史画を頂点として、肖像画、風俗画、風景画、静物画と下っていくジャンル 位階秩序があっ わけだが、一九世紀末に向けてその秩序は崩壊してきた。クリムトは ポリフォニー性によってその傾向 進展 らに寄与したといえる。それはちょうど、マーラーがそ交響曲において高尚な音楽と卑俗な音楽を混ぜ合わせたり、伝統的にはオーケストラでは使わない楽器を用 たり、そもそも楽器ではないものの音も取り入れたりした、あ ポリフォニー性と並行する現象といえるだろ 。　
最後に、とくにマーラーについてその後の評価に触れておきたい。
　「クリムトぎらい」という言葉はあまり聞かない。通俗的、あるいは煽情的・頽廃的といった理由で、あまり好きではないという人々はいるかも知れ が、 「嫌い」という人は少ないだろう。ただ、あの大学向けの天井画は嫌われた。あの天井画やマーラー的なポリフォニーのとりとめのなさを、猥雑さや騒音として不快に感じる人々は、今なお少なくない であろ 。 して、 と比較してマーラーはポリフォニー性 度合いが明らか より高く、
「マーラーぎらい」の人々が現代でも鞏固に存在しつづけている理由のひとつは、これなのではないだろうか。　
ワルター・バリリというウィーンのヴァイオリニストがいた。ウィーンがナチス政権下に入った頃に、二〇歳前の


































































































































































































































































































































ヨーゼフ一世、カール六世とつづき、ここで一旦男系が絶えて家督を継いだ娘マリア・テレジアの夫が、ハプスブルク＝ロートリンゲン家の初代としてフランツ一世となった。この夫妻の長男がヨーゼフ二世である。彼はカトリックの教権主義に公然と対立する皇帝となったが、それまでの五代はむしろ敬虔なカトリック君主であったといえる。フェルディナント三世からカール六世までの四代は、自ら作曲もするほど 音楽的なバロック皇帝でもあった。また、カトリック信仰とオカルティズムには相当の親和性があったようで 占星術、錬金術な と 関係の継続は、 とえば註（
（（）に挙げた翻訳書のそこここで言及されている。と同時











































































































































































ムトの絵でも、腕に巻きついた蛇が、何 液体の入った透明な杯 頭を入れて る 俗流フロイト主義的解釈をすれば、これは性の交わりを表している もいえ、生命発生の根源を示しているとも解釈できるだろう アスクレピオス一族については、つぎの翻訳書に詳しい。カール・ケレーニイ著（岡田素之訳） 『医神アスクレピオス』白水社、一九九七年。
50ハプスブルクとウィーンとユダヤ
（
（（） 
ライナー・キュッヒル／野村三郎著『キュッヒルの音楽手帳』音楽之友社、二〇一六年、三六頁。クリムトよりマーラーのほう
が嫌われる度合いが高いのは、ユダヤ人であったからという理由もあるに違いない。
